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　　受信眞空管の壽命…
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’　　眞室管の壽命を生産卿の人達と使用者側とが協力して

　　Ptmuこ考えば勘たのはごく駈のことである．電球ρ

　　ようなものだと割に簡輩であるが，眞室管となると高眞

　／室・高濃・かつ精密工作が必婁鳩’材料的にも多種類の

　　金蜀∴孕導類・絶橡物をたくみに駆使した工業製品で，

　　しか櫨用頒の驚くほど廣・ごも㊥なので・齢につい

き　てもやはり擁雑i多岐な問題をふぐんでいる。－

x、，、t’ ｡繊齢とい燃・人類にΣつての鰍關峰であ
　　ゐ「本蘭の壽命」の右紅出るts　cpはまつなかろうが，こ

　1れについては古今東西の署學界が総力をあげてその延長

　　に協力している。すなわちその方法として死因となりう

　　る痺名別に整然と分類して，病寒の原因・病状の探発，・

　　蘭法・治離・養生法ρ完全化につとめ・現在では早

　　期獲見法から豫防法まで確立している朕態である。まfe

　　一方年々才々の調査で死因別死亡百分奪表（第1表参照）

　　とか生命表（第ユ園参照）などボ人種・年齢・環境・調

　　査年月溺などの細目に至るまで一目瞭然に作製’されてお．

　　り・その結果保㈱蹴激し・・撃結核賊圃とか
　　偲子愛護蓮動も展開されるなど，，誠に至れり叢せりであ

　　iるott　　・　　　　　　　一　　　　　　　　・・　　　　’

　　　　　　　第1衷　死因BIJ死亡者唐！分牽表

　　　　　　1，　　（目本人，昭和22年）　　　　　　　、

　2・竣短壽命時闘が保謹切
　されていること。パ
　　　　　　　ノ　　　　　　　　re
Lたがつて虞室管壽命分布

曲線ホ第2國實線のように・
　　　　　　　　　　　　　　　　　カをご　リリ　’
なること力磯1である・・蜘圖二燗b壽齢舳t
，またr虞室管の壽命がき　　線（日本人男昭和10年プ　　’ハ

　　／・”　　　　lk」との蠣の下
〃・　脚希鮎　　　坊に軸ろいろ
　　　　　　　　　1ハ，　　　　’　　　　　　　　，
　　　　　　　　　一力針によリ左右　　あつて，管種・’使、、

　　　　　　　　　　　　できること
　　　　　　　　　　　　　　　　用状態賦融方法

　　　　　　　　　　　　　　　　さらに使用考の壽

　　　　　　　　　　　　　　　　命に封する考疑方‘

　　　　　　　　　　生崖宿碗聖．などによりさまざ
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　　眞空替の獅命に：～いぞ　．

　　そタで虞室管の壽命電人間の壽命に饗すると周様の見
　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　地から追究ずればよいと一・懸考えられるが，，工業製品で

　、あ為眞室管の壽命の場合にはいろいろな翼求を出しまた

　任意な判断を下レてよいので，人間の場合とは根本的な

　難異がある。嘗うした要求や希望のうち最吃大切なのは
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A，tt、　　　．．i　・t・t；、・．／t・　　∵、　，　、．，♂で≠で、

　　　　　　　　寿命時間’（剛一一　．ま燈ああるがジ主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2圓　理想的眞空管壽命分　　として次の4つに

　　　，　布曲線　　　　　．　　　　　分類できる。

　　　1．不良化原因が誰にで吃朋瞭に判餓できるとき。

　　・　2・虞室管が本來の役目を全然しなくなoltiとぎ。冗

　　　3．．特性が規格範園からはずれたとき．

　　　・4・悪くならないが，鰐…謙た瞬寒数從つ蜥

　　　，晶と取り換えるとき。
　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　，　　　　ノ

　　　鞭の4は前三衆繍瀬本的嘆つているが・多
　　藪の鰹管を使用するとζろでこの4のmlkked　－c“gk411t

　　には，保守費が激減し信頼度が高まら，ふつ生産春め立

　　場を竜保護することができて誠に珪想的である。アヌリ

　　ヵでは賎近この方向への努カカ聯われてv・るカ｛，わが國

　　では現状から考えると未だ程遮し¢）感が深い。

　　，この壽命に野する彼我の考え方の相異は，壽命延長野

　．策を講ずるにあたつて一暦明瞭に現れてV＞る。すなわち・

　　　1・李均壽命をできるだけ長くずること6すなわち壽

　　　　命分布曲線の＃kre存傘がゴ定値になる迄の所要時

　　　　間を訂及的に長く今ること。わが國ゼはこの考え方

　　　　が採用されており，1一定残存牽として36．8％＊をえ

　　．　らび，目標ZF均壽命時聞を10，000時問においてい

　　　　る。．

．　　－2．一定壽命時閻までめ不良化奪を可及的に小さく，

　・　残存傘をできる庭け大きくすること。アメリカでは1

’　　苓の方塗を操用し・一定壽命時間を普通1ρ00時間，

　，　『または1年にえらび，残存牽を97・5％以上にする’

　　　　ことを目標としている。

＊壽命試験時間が眞空管の壽命にくらぺ℃充分畏いときには標本苧均識
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この爾春を肉示すれば第3圓。この圖を見れば日本とア

メリカの生産蹄に勤する考妨や騰の差の一端がラ、
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　　　　　　　碍命1時｝一　　　　　　　　　　殉命時一一顧
　　　　　　ω・臼本鍔　　　　　　　　‘ロ）アメリ力式

　　　第3圖　壽命延長法に封する2通りの考え方

　　つぎに壽命試瞼方法はといえばこれまた千葦万励で，

疋工場試験あり現場試験あり研究室におげる試験あり，さ

らに測定器の完備しているもめから全くない毛めまで・

まナ・試瞼個難でい燃アメリfカのENIAC（電子管式計算

　機）’（5）のヒ18，8QO本から3～4本の特殊翼室管壽命試験

1まであるといつた状態。研究的壽命試瞼だけで屯無負荷

　輕負荷・定格負荷・過負荷試験あ’b，静的・動作・護振

壽命試験あり，‘力騨壽命試験方taとして陰極過熱陽楓

　過負荷・筒海雰園寒試験などあり，また使用目醜に懸じ

「℃機械的振動・共振・薗馨壽命試験・陰極齋熱点滅壽命

試験，，電源騒町壽命試験のような特殊壽命試eeまで

「南ると糠つた状態でSJ分類さえ困難なほどである』なお

　最近の傾向は壽命試験法の自動finと，推計馨蘭慮理erFよ

　り小藪標本短時簡の壽命試験結果から母集團の壽命縛性

　をとらえ，敏速適確に生産工程に威斑をほどこし翼室管

　の不良化を未然に防止しようとする方鳳すなおち壽命

『を竜孝憲に入れた晶質管理の方陶にある。－tしかし氏・う

はやすく，行うは熱」．この』と1ま難雛瀦使儲

が撚一体となつ・es力しは恥てでき為ことで・その

　成否は爾渚の協力程度を如實に示す喝のといつて庵決し

　て過言ではない。　　　　　　　　　　　　　1　　．

　’意命特性の實例　　暁　　　　．　　・　　・

　　では蜜際の壽命特性はどうかというと，壽命の長さに

　ついては第2表および第4圖にぢ壽命を制限する因手爵

　‡びその割「島すなわち虞室管不良化原因別百夢牽表を

　　　　　　　　　　　　　　　／　＼も　・

　　　　　　　　　　　　　　　第2表　、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　xが
　　　　　　　　　　　　　　3・4 5〆6’　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛寿命（時）一，

　　　　　　　　　　蜘断眞壷齢分柚線峨例
　　　　　　　　　　　　　　’（昭1和21～25年）　．∴　　　へ．．

　　　　　　第3表に示してある。これら縁日塞放邊協會（1），電氣通

　　　　　　信研究所（2）一（4）およびENiAC⑤での調査研究結果の

　　　　　　一部であるが，・虞室管の壽命特性は管種・品穏製作業

　　　　　　渚・製作年月などだけでなく，使用朕態滑試験方法。使

　　　　　　用看の壽命にi封する考え方などによつてもいちぢるしく’

　　　　　　違う・しかしそのtcめにかえづF・’ろいうなことが糊’

　　　　　　，しておもしろいごと屯あるi。この圖表を見ても，現在有
　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　Vt

　　　　　　線蓮信管が普通の受信管よりずつと長壽命であること，’，

　　　　　　アメリカの虞室管がわが國のものよりも絡段eこ信輯度が

　　　　　　高いこと1入念に辮すれ疇艇長の可能なことt．．さ

　　　　　　らに大切なことはちよつとでも不良個所を改善すると壽

　　　　　．’命をいちじるレく廷長できることなどがわかる。とにか
　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　く終職直後の李均壽命時間200～300時聞というあの悲

　　　　　　激時代からこの懸・暫改麟群こξ繭瞬こ
　　　　　’たえない。しかし一方，第宕懸にかかげた理想状態まで

　　　　　　には前途な君i麓なことを考えちとき」㍉われわれの責瀞

　　　　　，の重大なことを藤じる・”J，、　1　、　二
　　　　　　　示罠化原函煮その予防法の實例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　上にかかげた綜合的壽命分布曲線や華均壽命表は璽塞．

　　　　　一借壽脚現況を知るゆ塀都合であやが・壽命を改善

虞室管のZF均壽命の實例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
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かい漉　い：B謄，　・ビ∴『　　　　∵一デ・ゼ苧一1ピ蜜憲寮、球∫＼

し需うとする種穐醜行動には直接は役立舞なV）。ζの＃，　　管製逡會勲とめ協同研究機閣）の定期航塞無線甫ミ吊ア

φには不良化の姻・その割合・膿イゆ時蜘不良化　“uア瞥嘲する改良薪究活動である．⑥・（・）ARINCで

の購および不良化原因の遽因∵そρ予防法など蜘る，tは継鰭灘機用として袖きや脚AK5敏良
必動嚇（築3…鰺照）．㌔乏ころカ・不劇腺邸難　して，・3輔の磯あ後，GL－・－5654の多量生産織功

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したが（第4me照），この研発には學ぶ傭鮎が少くな多種多様で，しか庵有線通信管と受信管，直熱管と傍黙

箇翻管と騨中翻び電鵬幡S殖とGT％6飾空翻題と繰のは繰臨鱗よる
管揖び忍丁靴ど噌轡より；ま噸用贈なe　ヒ魂櫛謙・詠一鬼ソー欄の野ク幅職，
たよつ鯛木い瞭黙晩る・P一こ留や詳紙磯騰圃によ砲極あ獺騰であつ醐廊徹
1を謝齢が静ので硬儲と生産者の渤確の結一鯨は錨する嬉歓切なの翻璽ひ侭と・も使
，果壽命ρ襲善に威功したつ　4q例を記すにとガあよ’，．用者と生産渚ゐ協力態魔teえず設計を縫更し，・たえず

っ。　　°　　　　，　　　　　　　．　．，　、　　　．工程を改善し晶質管理方法を槍討しつつ前遙する積極的
　そゐ一つはおが國で電氣通信研究所，日本電氣株式會　’な動きにあり，，そのため眞室管の品質は日一日と堅實に

”t　’ 謔R表＼虞攣不良傾因別百騨表の期　　向上し7zLのであρた．また臆幽するのは生飢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　内　　　　　　藷　　　『程，壽命試験方法を勇充分検討していることで，特
　　眞窓，管潭溺　　受信管
　　　　　　　　　　　　　　整醜1麟巾管睡獅管に生Pt程中の欄髄渤を入れ・たと熔び
　　　　　　　　　ω（9）．（，、〈。）ω（。、（2）（。）外捌凝るとアバ燧赫らカソードスリー

　，調査en激719，6311’IL2、9・、9。2、、・魏2223、4！プをかぶせる迄の生謹行程が5磯・申間繭が8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回14項自（うち双眼顯微鏡による検査が＄回＄：項

薦1割翌i罵『罷鎧；1…墨黒ば欝顯畿驚搬二羅
　　盤…良　Ip・9血’　小　　17．9　　15．6　　40　　　［0　　258　　51．5　　24．8・　9．9

曳羅
　　管　　翠　　確．　損　　　2・9　　　　　　　　3。6’　　　　　　　0・8　　　　　　　　45

　　罷集餅じて・・、e・9・・・・…　4・・a・・8．・

　　（イ）は眠釦23’“24年調査，　（ロ）ば昭涌24～25年調査　（NHK技研ノ

iなどが協力して存つた有線通信管の改良である。（2）・③

緻離鞠壽命500時聞であつ7z　CZ；504－D（ag　・

4表，第4圖滲照）の陽極材料を鐵から昌ッケルに切換

えて翼室不良・活性不良となる一原因をおさえ，さらに

灘テムガラ苓材料中のカyウム成分を璽加し七ステム・

；クラヅラの一原因を隣止し，．鱈室管の設計・材料を一部

鍵更し9ステムペ頒謝熱蒋導熱を減じ，また画路部

昴の一部櫻更してステムの醸低灘努あち．耀繰

華均壽命を23，000時聞に延長したのであつた。

・vsei一つはアメリカの’ARINC（航室無線會肚と虞室、

　　’　　第4表　欝命改善の例

　有線通信管O¢－sO4　一　D　　　　　航空無線用ミニナチユア管

　　　、　　　’　　　，　　　　　　　，（6’AK　5→GL－56M）

　　　　　　1　　　　　　　捲定雫均壽
　　　　　　　命㌧時聞）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，000時聞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後φ残存牽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ζ％♪

一　　　以」あ内外め虞室誉壽命に關する研究の概略をの・

o　べ揖が，申すまでもなく壽命に閥する研究の最終且

　　　標は日々生産されている眞空管め壽命管理を行うこ

2にあ為。このことは一pt－一夕にしてで9’，ることではな

　くt・生産者使用者の一致臨力にょる不臨の努力が最も必

璽であるζとを最鋒に操返して述べておきkい。
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’日本の工寒標準　本誌23－25頁に中本氏が米國

の工業標準を紹介されたが，日本では從來JESその

他の標準が行われてきた。それが昭和24年6月1

日公布，同年7月毛日施行ρ法律第185既で工業標

準化灘欄定さ＊v，躰工業規格Japanese『”1ndtis－　1
　　　　　　　　　　　　　　　ノ
trial　Sεandard（JIS）に改めちれたのである。’國家的、

に規格を制定する必要瑛ある時は同法によつて日本
　　　　　　　　　　　　　　　　n　　　　　　　　　，　　　　r
l工業標準調査會で審議の上JISとして華布さ塵る。


